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令和 8 年度旭川工業高等専門学校専攻科入学者選抜(学力選抜)学力検査 

 

物理化学 

	

 



１／２ 

I  300 K，1.00 atm に保たれた 3.00 mol の理想気体がある。1 atm = 101.3 kPa，

R = 8.314 J K-1
 mol-1，ln 5 = 1.61 として，次の問いに答えなさい。 

問１ 温度一定の下でこの気体を 5.00 atm まで圧縮するとき，①エントロピー変

化および②圧縮後の体積をそれぞれ求めなさい。 

 

問２ この気体の定圧モル熱容量 Cp は 12.47 J K-1
 mol-1 で，温度に依存しない。

5.00 atm の状態のままで，さらに 1500 K まで昇温するときのエントロピー変化を

求めなさい。 

 

問３ この気体が 300 K，1.00 atm の状態から，1500 K，5.00 atm まで変化したと

きのエントロピー変化を求めなさい。 

 

 

II 下表に記された各物質の標準生成エンタルピーΔHf°と標準エントロピー 

S°の値（25℃・1 atm）をもとに，以下の問いに答えなさい。 

 ΔHf°/ kJ mol-1 S°/ J K-1
 mol-1 

CuBr2(s) -139 126 

CuBr(s) -105 91.6 

Br2(g, 1 atm)     30.7 245.3 

問１ 反応 CuBr2(s) ⇄ CuBr(s) + 1/2 Br2(g) に伴う，25℃・1 atm における 

①ΔH°，②ΔS°および ③ΔG°をそれぞれ求めなさい。 	

 

問２ この反応が自発的に右に進むためには，1 atm のもとで温度を何℃以上に

すれば良いか。但し，ΔH および ΔS は温度により変化しないと仮定せよ。 

 

 



２／２ 

III ピストンのついた容器に四酸化二窒素を入れ，全圧 P atm・温度 T K に保つ

と，以下の平衡が成り立つ。 

N2O4  ⇄  2 NO2 

問１  N2O4の解離度が0.20のとき，N2O4の分圧P1をPを用いて表しなさい。 

 

問２ 上問 1 のときの圧平衡定数 Kp を, P を含むかたちで求めなさい。 

 

 

IV 下図は，2 種類の物質 A，B の混合系における固相－液相状態図であり，A の

みの固相を固相２，Ｂのみの固相を固相１として示している。 

問 1  図中の点（あ）～（う）に対

応する各状態について，適切に説明

したものを選び記号で答えよ。 

a.  A のみからなる固体 

b.  B のみからなる固体 

c.  A のみからなる液体 

d.  B のみからなる液体 

e.  A，B からなる固体と，A，B 

からなる液体との共存状態 

f.  A：B ＝  0.48 : 0.52 の割合 

の混合液体 

g.  A：B ＝  0.52 : 0.48 の割合の混合液体 

h.  A のみからなる固体と A，B からなる液体の混合状態で，固相と液相の物質 

量の比は 1 : 3 

i.  B のみからなる固体と A，B からなる液体の混合状態で，固相と液相の物質 

量の比は 1 : 3 

 

問２ 「A のみからなる固体と A，B からなる液体の混合状態で，固相と液相の物

質量の比は 3 : 1 の状態」（但し，温度は図中➡の温度）を表す点（✖）を，上図

中に描き入れなさい。 

➡ 


